
⑤ 異なる文化を理解し、
多彩で国際的なコミュニ
ケーションを図ろうとする
意欲を持った人
（CP①、②、③）

想定される
進路・就職先

博士
後期課程

進学

就職先は、
航空宇宙、

電機、
輸送機器

を中心とする
幅広い
企業や

研究機関
など④ 幅広い基礎的知識

に裏付けされた高い創
造性と柔軟性を発揮す
ることができ、国際的
に活躍できる。
（CP①,③）

⑤技術革新に挑戦す
ることができ、可能性
を切り開くことができ
る。
（CP①,③）

⑥人類、社会の重要
課題を全地球的な視
野から捉えることがで
き、問題を提起し、解
決できる。
（CP①,③）

①　企業経営者等による講
義を通して、産業界で活躍
しうるイノベーション創出型
研究者としての素養を修得
できる講義科目・演習科目
を大学院共通教育科目とし
て開設する。
（DP③，④，⑤，⑥）

②　1年次には基礎的科目
をおく。
　特別演習では、学生の専
門および周辺分野につい
ての調査・討論・実験等を
通じて、幅広い専門知識を
習得させるとともに、問題
の分析・総合・評価能力を
高める。
（DP①，②）

①航空機、宇宙機に
関するシステムの開発
（計画・設計・製造・運
用・評価）ならびにその
利用について広く理解
し、自分の考えを発信
することができる。
（CP②,③）

後期前期後期前期

ディプロマ・
ポリシー

教育課程

工学研究科 航空宇宙海洋系専攻 （博士前期課程）　カリキュラムマップ 　（ 航空宇宙工学分野 ）

①　航空宇宙海洋系の
技術者、研究者として社
会に貢献しようという意
欲を持った人
（CP②，③）

②　航空宇宙海洋系の
技術が人・社会・自然に
及ぼす影響について、深
く考えようとする姿勢と強
い責任感を持った人
（CP①，②，③）

③　科学技術の著しい進
歩に対して、主体的、積
極的に新しい分野を切り
拓こうとする姿勢と熱意
を持った人
（CP①、②、③）

④ 英語、数学、物理等
の高い基礎学力と当該
専門分野の基礎知識を
持ち、自ら未知の問題解
決のために立ち向かおう
とする意欲のある人
（CP②、③）

アドミッション・
ポリシー

カリキュラム・
ポリシー

○ 航空機、宇宙機に関するシステムの開発（計画・設計・製造・運用・評価）ならびにその利用について広く理解し、自分の考えを発信すること
ができる人材
○ 航空宇宙工学分野における研究を遂行でき、問題を解決することができる人材
○ 地球環境システムについて広く理解し、自然環境と人間活動との調和を基調とする視点に立って、総合的に判断できる人材
○ 幅広い基礎的知識に裏付けされた高い創造性と柔軟性を発揮することができ、国際的に活躍できる人材
○ 技術革新に挑戦することができ、可能性を切り開くことができる人材
○ 人類、社会の重要課題を全地球的な視野から捉えることができ、問題を提起し、解決できる人材

【養成する人材像】【設置の趣旨・必要性】

   20世紀に航空機は人や物の輸送の概念を一変させ、ロケットや人工衛星は宇宙を身近なものとし、その利用を推進してき
たが、近年その重要性がますます高まっている。航空機、宇宙機に関する産業は高度な技術が求められる先進国特有の成
長産業であり、この分野で活躍できる高度人材の育成が求められている。
　このため、大阪公立大学大学院 工学研究科では、これまでの教育研究組織の資源と実績を承継し、航空宇宙海洋系専
攻を設置する。当該専攻には、航空宇宙工学分野及び海洋システム工学分野を設定し、航空機、宇宙機、ならびに船舶、
海洋システムの開発・運用に関する学問分野において、航空機・宇宙機をはじめとする様々なシステムについての先端的総
合工学分野について教授し、人類の持続可能な発展と地球環境の保全との調和を目指し、未来を担う技術者・研究者を育
成し、社会に貢献する。

③　2年次には、発展的科
目をおく。
　特別研究では、理論・実
験などの研究指導のもとに
修士論文を作成し、専門的
な課題についての研究能
力と問題解決能力を培う。
（DP①，②，③，④，⑤，
⑥）

②航空宇宙工学分野
における研究を遂行で
き、問題を解決するこ
とができる。
（CP②,③）

③地球環境システム
について広く理解し、
自然環境と人間活動と
の調和を基調とする視
点に立って、総合的に
判断できる。
（CP①,③）

2年次1年次

研究公正A

大学院キャリアデザイン演習

大学院キャリア形成論ー学問・大学と社会

戦略的システム思考力演習1 戦略的システム思考力演習2

イノベーション

創出型研究者養成

前・後

グローバル経営特論

前・後

航空宇宙海洋系

特別演習第1

航空宇宙海洋系

特別演習第2

気体力学特論軽量構造工学特論

航空推進工学特論 航空宇宙システム工学特論

航空宇宙制御工学特論 宇宙環境利用工学特論

分析・総合・評価能力

航空宇宙工学の

基礎的科目

航空宇宙工学の

発展的科目

航空宇宙海洋系特別研究第1 航空宇宙海洋系特別研究第2

航空宇宙流体力学特論

航空宇宙構造工学特論

宇宙推進工学特論

衛星システム設計学特論

宇宙機工学特論

航法測位通信システム工学特論

専門的な課題についての研究能力・問題解決能力

産業界で活躍しうる

イノベーション創出型研究者

としての素養

専門科目(A群）

凡例

専門科目

（航空宇宙工学分野B群）

大学院共通教育科目

必修科目＝赤字・下線

自由科目＝黒字
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